
村岡総本舗だより 2013年3月・4月

「おぎおんさん（５個入り）」「櫻羊羹」に加え、季節限定「柚子萬頭」（クッキー生地に柚子餡）、
弊店和菓子一番人気の「とら焼宗歓」の詰め合わせセットです。

おぎおんさん（５個入）１箱・櫻羊羹１本
柚子萬頭６個・とら焼き宗歓５個

『村岡総本舗だより』リニューアルにつきまして
　平素は格別のご厚情を賜わり、ありがたく厚く御礼申し上げます。

　メールマガジン「村岡総本舗だより」を2001年10月15日に開始し、毎月発行しておりましたが、メー

ルマガジンだけでは読者数が限られることから、店頭での配布も2002年10月より開始しておりました。

　更なる理解の一助となるべく、今回ページを増やし、発行を季節ごとに変更させて頂きました。

　なお一層のご愛読の程何卒宜しくお願い申し上げます。

村岡総本舗　取締役副社長　　村岡　由隆

提供・発行　小城羊羹初祖　（株）村岡総本舗

本店・羊羹資料館　佐賀県小城市小城町861
お問合せ・ご注文先　☎0120-35-8057（午前８時～午後８時）　FAX 0952-32-1297
ホームページ　www.muraoka-sohonpo.co.jp   E-mail:info@muraoka-sohonpo.co.jp
携帯電話ホームページ　www.muraoka-sohonpo.co.jp/i/ 携帯ＱＲコード

「櫻羊羹」の名は小城町が300年の昔より桜の名
所であったことから名付けられました。白小豆の
みを使った上品な味わいは菓子愛好家の方々か
らも支持されています。

もち米を蒸し、小豆のこしあんを包み、桜の葉
で巻き食べ口良く仕上げました。３月10日限定
販売の「関東風さくら餅」との食べ比べもおす
すめします。

しっとり、ふんわりした薯蕷（山芋）の食感と松
の実が調和した味わい深い菓子です。かるか
んよりもしっとりとしているのが特長です。

小城公園の桜をイメージした羊羹です。 村岡総本舗　創業百周年を記念して「基本に忠
実な作り方で最高級の品を」という考え方で作ら
れました。丹波産白小豆鹿の子豆は桜吹雪をイ
メージしています。やさしい味わいが特長です。

淡い緑と淡紅色のきんとんで小豆の粒あんをつ
つみ、新緑の芽生えを表しました。白小豆から作
られるきんとんと粒あんのハーモニーをお楽しみ
ください。

弊店の３月・４月のおすすめの菓子

「羊羹のおいしさ」講座ご案内
数種類の羊羹を実際にご試食していただきながら、佐賀が羊羹購入額日本一の理由や、材料に
ついてなどが学べるセミナーです。

講　師　村岡総本舗　副社長　村岡 由隆
佐賀総本店

定員 32名
３／３日　４／７日　５／12日

定　　員

10時より1時間程度開始時刻

無料参加費用

開催日時

※なるべく早めにご予約をお願い致します。　予約電話番号　0952-31-2131

春の特選詰め合わせＡ
３月から４月の限定商品です。

3,465円

〈賞味期限〉
・おぎおんさん…90日間、櫻羊羹・柚子萬頭…15日間、とら焼き宗歓…12日間



　平成24年12月15日より平成25年１月20日まで佐賀県立美術館、中林梧竹記念館、小城市公
民館で開催された「中林梧竹没後百年記念展」は、３万人以上の来場となり、盛況のうちに閉幕
しました。
　特筆すべきは「梧竹さん」と全国の人 に々親しまれた中林梧竹の名作が一同に会したことで
す。これらの名作を見比べると、87歳という当時では格別な長寿を重ねた梧竹がその高齢を進め
るうちに、大変な進歩を示していることが判明します。同時に「書道の近代」が梧竹を中心とした
人 に々よって創られていったこともはっきりと体感されたのです。
　斎藤茂吉をはじめ多くの人 に々影響を与えた梧竹が「百
年後の人 に々評価される」と述べたのは当然といえるほどの
梧竹の書の力が明確に示された秀れた書道展となりまし
た。
　桜の季節が待たれる３月は、「梧竹さん」にもつながる桜の
菓子が続 と々村岡総本舗より登場してきます。
　梧竹代表作のひとつ「海外飛香」を四角い最中の形にし
た「海外飛香」がまずあげられます。小豆の粒を桜の花に見
たて、最中のタネ（皮）に「桜の花」を映しています。
　小城公園に残る「櫻岡公園」の石碑も梧竹の筆によるもの
です。櫻岡は小城公園の基となった300年以上も前から植え
られた桜の岡で、小城鍋島藩校から生れた桜岡小学校の
南西に石碑は建立されています。
　有名な桜岡小学校の校歌「朝日ににおう国ツ花」の歌い
出しは、本居宣長の和歌「敷島の大和心を人とわば朝日に
におう山桜花」から採られたとされています。薄切りの羊羹を
小さく切り分けた「櫻岡」は、桜の木、葉、花をそれぞれに表し
箱の中に小分けにした菓子です。発売以来独特の味わい
が大きな人気をよんでいます。
　毎年３月だけの「岡の花」も梧竹作品に由来しています。
後西院御製の「さく花にましる岡べの松の葉はいつとなきしも
色を添えつつ」の和歌が、桜岡の頂上に石碑となっていま
す。この文字も梧竹書であり、この歌に因む菓子が「岡の花」
として毎年３月に製造されています。
　これらの桜と「梧竹さん」に関わる羊羹和菓子は桜の名所
小城の春を味わう品として多くの方 に々愛されています。

「中林梧竹展回顧と櫻の菓子」特
集

３月10日・４月１日販売予定「櫻岡」
小型羊羹（10グラム）９個入

１箱　1,575円　賞味期間：20日間

２月～４月限定販売「海外飛香」
１個　242円　賞味期間：10日間

季節の棹物「岡の花」
３月限定販売

１本　1,365円　賞味期限：７日間

・２月27日～３月５日 阪急梅田 （TEL 06-6361-1381）
・２月27日～３月５日 西宮阪急 （TEL 0798-62-1381）
・２月27日～３月５日 港南台高島屋 （TEL 045-833-2211）
・３月５日～３月９日 西鉄タミー （TEL 0942-34-3421）
・３月13日～３月19日 小田急藤沢店 （TEL 0466-26-6111）
・３月14日～３月20日 近鉄阿倍野 （TEL 06-6624-1111）
・３月19日～３月26日 東武宇都宮 （TEL 028-636-2211）
・３月20日～３月25日 新宿高島屋 （TEL 03-5361-1111）
・３月20日～３月26日 立川高島屋 （TEL 042-525-1111）
・３月22日～３月31日 仙台三越 （TEL 022-225-7111）
・３月27日～４月１日 横浜高島屋 （TEL 045-311-5111）
・３月27日～４月１日 下関大丸 （TEL 0832-32-1111）
・３月27日～４月１日 鹿児島山形屋 （TEL 099-227-6111）
・３月28日～４月３日 京阪京橋 （TEL 06-6355-1313）
・４月３日～４月８日 日本橋三越 （TEL 03-3241-3311）
・４月10日～４月15日 銀座松屋 （TEL 03-3567-1211）
・４月10日～４月15日 新潟伊勢丹 （TEL 025-242-1111）
・４月17日～４月23日 日本橋高島屋 （TEL 03-3211-4111）
・４月17日～４月23日 泉北高島屋 （TEL 072-293-1011）
・４月17日～４月23日 遠鉄百貨店 （TEL 053-457-0001）
・４月17日～４月23日 川西阪急 （TEL 072-757-1231）
・４月25日～５月１日 東武船橋 （TEL 047-425-2211）

「特製切り羊羹」、「とら焼き宗歓」、「丸ぼうろ」、
「極上羊羹　心・愛・和」をお持ちする予定です。

江口　和徳

矢ヶ部真大

担当販売員

梶原　貴博

真鍋　康弘

催し物会場

各地催し物のご案内

★フェイスブックのご案内 Googleにて「村岡総本舗　Facebook」で検索、又は右記を
携帯バーコードリーダーで読み取り下さい。

ご試食のおすすめ
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